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トウモロコシの草型基本形質に関する研究

1.器官別生長について

士
口 田 稔

(北海道大学農学部農学科食用作物学教室)

(昭和48年5月24日受理)

Studies on the fundamental characters of plant 

type in maize (2印刷rysL.) 

1. On the growth of each organs 

Minoru Y OSHIDA 

(Departrnent of Agronorny， Facu¥ty of Agriculture， 
Hokkaido University， Sapporo， Japan) 

子実の収量は全乾物生産量と収穫指数 (HI)すなわち

全重に対する収量の比の 2要因によって高められる2)。

そして作季あるいは生育期間に適合した栄養生長量と臨

界的開花期があり，これに基づく適正な栽培技術がなけ

ればならなL、。また一般に，多くの子実性作物は分枝あ

るいは分げつ依存型で，それらが栄養生長のうちでどの

ような型をとるかが収量のみならず品質をも規制してい

る。しかしながら， トウモロコシは1個体1茎1雌穂を

基本型とすることで特異であり，一年生作物のうちでは

生育がもっとも旺盛てあるが収穫指数はL、ちじるしく低

い。したがって， トウモロコシの子実収量は絹糸抽出期

とその時期における葉群構成によって支配される程度が

他の子実性作物に比して強く，この時期における草型と

同化産物蓄積機構の追究がもっとも重要であると考えら

れる。 トウモロコシの子安収量と環境条件との関係につ

いての研究はきわめて多く，その歴史もせ{し、が，生育型

に関しては生育日数，科長， Z定数，葉面積ならびに茎薬
乾物重などによって把握されているにすぎなし、。一方，

HANWAY， J.].3)はトウモロコシの生育を質的に解明し

乾物生産の品種間差異を明確にするには，生育段階に基

づき調査すべきであるとし，生育を 10段階に分け比較

することを試みている。これはすべての子実性作物につ

いて外界要因との相互作用を歴日を基礎とするのではな

く，生育段階別に整理し比較されるべきであることを示

唆している。本研究は以上の観点からトウモロコシの生

育型を明確にするための基礎資料をえようとして器官別

の生長を追跡調査したものである。

方法と材料

1.供試圃場北海道大学農学部附属農場

2. 供試品種

品種名 種類 熱性

トウモロコシ交4号硬粒種 早

トウモロコシ交8号馬歯種中晩

トウモロコシ交7号硬粒種極晩

3. 区制

1区119rn2 (12 rn X 9.9rn)， 4反復

4.耕種

a) 播種期 1971年5月14日

b) 栽倍様式畦l隔75crn，株間30crn， 1本立

c) 施 肥(全量基肥，成分量kg/アール)

N: 0.63， PzOs: 0.63， K20: 1.125 

d) 管 理 6月29日に 1本立(播種時1株3粒播)

その他は慣行法による。

5. 調査方法

各品種について，第3葉展開期にあたる 6月14日よ

り1週間間隔に予め生育調査した各区20株の中から平

均的2個体，計8個体を抜取り各葉位ごとに節間長，業

鞠長，葉身長，葉幅を解体しつつ調査した。未展開のも

のあるいは分化中のものも可能な限り測定した。ただし

枯葉は除外した。また雌穂分化開始期以後は各品種の平

均主得葉数ならびに平均雌穂着生節位の個体を用いた。
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結果と考察

1. 器官別生長について

薬会身，葉IpJii，葉鞘ならびに節聞のili'i位別生長を Fig.

1-3に示した。

交4号は本葉数16，着雌穂節位は 10で， 着雌穂節位

の葉身長が最長でこれを中心に前後に次第に短い葉身を

もっ。この第 10節位まではある葉身が最大値に近《な

るとき，つぎの葉身がもっとも急速に生長し，前節{立の

葉身長にまさるようになる。 しかし第 10節位以降の葉

身長は，おくれて生長する葉身ほど生長程度が小とな

る。このような2群の葉身の生長転換期にあたるのはお

よそ雌穂分化開始期であった。

葉幅の生長の様相は葉身の場合に類似するが，各節位

の最大値に達する時期は葉身に比しほぼ1節{立早い関係

にある。 また葉身長の場合と異なり着雌穂節位より 2-

3節{立上の葉が最も広い。

葉輸の生長は葉身の生長からかなりおくれるばかりで

なく，およそつぎの3群に分けられる点で葉幅および業

身の場合と大いに異なる。 a)第5節までは各節位のほ

ぼ最大値に達する時期が葉身の場合に比し2-3節位お
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くれるが，業中高ならびに葉身長と平行的に生長し，最大

値は節位が上るにしたがし、次第に大である。 b)第6節

位以降の最終値はすべて約20cmであるが，着雌穂節位

まで、は業身長および禁制に比し，短Wlli~に急速に生長す

る。 c)着雌松節位以降はほぼ等間隔に， しかも類似し

た生長程度を示す。全般に葉帆および葉身長に比し，白I!J

位別にみると生長期間はt[il、が集中的ではなく，調査諸

形質のうちもっとも長期間にわたって室長する。また各

節位の最大値は着雌稔;節{立より 2ないし 3節下で最も長

く上下に向って短い。

節関長は雄穂分化開始期以前から生長し，禁輸長にみ

られると同様に下節聞から上節間へ順次最大値に達する

もので，生殖生長の開始期に節間伸長を開始するという

表現はあたらない。雄穂分化開始期は第3ないし第4節

間長がほぼ最大値に達する時期で，その後前3形質に比

較して短期間に集中的に各節聞の最大値に達する。葉身

長と同様に着雌穂節位あるいはその前後の節関長がもっ

とも長い。

交8号は本葉数 20，着雌穂節位 14で着雌穂節位の 2

節下に最大葉身長をもつほかは，交4号において認めら

れたと類似した様相を示す。薬草自長は第7-9節位で最
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第 1号

間以後の節間において顕著な生長を行なし、，各節位の高

さ，たとえば第 10節位高はほとんど類似し，着雌穂高は

着雌穂節位によって強く左右されていることがわかる。

この点については次報に述べる。業の配i泣を決定する着

葉高は，雌穂、分化開始期以前は業特長が，それ以後は節

問の~t.長が決定的な要因とっていることがわかる。絹糸

抽IJI期後約 1週間で雌総務さt節f立を仁j1，心とする主要な葉

身の配i吉ーはほぼ等間隔となる。ただ交8号および交7号

は，交4号に比し最後の数葉の着葉高を決定する葉鞘と

節聞の生長が劣る傾向にある。各調査期における葉先高

の最大値が，いわゆる草丈を示す。それはおよそ生長rtl1

線をとるが，階段状である場合も認められる。これは，

たとえば交7号および交8号における 7月26日の場合，

この年度の7月16日から約1週間にわたる低温ならび

に日照時数0の影響とみられる。雌穂分化開始期以後は

それ以前の葉身の平面的配置に対し立体的配置の段階に

入る。これらの葉の配置の様相を，実際に近く現わした

ものがFig.7である。この場合， トウモロコシの葉身は

第9巻北海道大学農学部邦文紀要

も長いことは交4号と同様であるが，それより上節に|匂

うにしたがし、，かなり短いことが特異である。 また交4

号に比し主秤節数の多い分だけ葉輸の生長期間が長L、。

節間長の場合も全般に交4号に類似するが，着雌穂節位

の下節間より下へ2-3節間が最も長い点て、異なる。

交7号は本業数22，着雌穂節位15で交8号と比較し

て大差はなL、。

2. 節位高，着葉高および譲先高について

Fig.4-6は各節間長を累加してえられる各節位の高

さ(以下節位高とよぶ)，いわば稗長の構成曲線，各節間

長に各業鞘長を加算してえられる各葉身基部の高さ(以

下着葉高とよぶ)の構成曲線ならびに前者にさらに各葉

身長を加えた各節位ごとの葉身先端までの高さ(以下葉

先高とよぶ)，実際には草丈の構成曲線の3者を示したも

のである。 3品種を通じていえることはつぎのとおりで

ある。秤長は雄穂、分化開始期以後に急速な生長をするが

あたかも順次つぎの節間長が累積するようにして生長す

る。着雌穂、節位以後の節間長はやや集中的で、ある。供試

3品種は熟性， 本葉数で大きく異なるが，およそ第5節
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ほぼ水平に展開するものとして扱った。また，図中の点

線は各葉身の着葉高の軌跡といえるものである。 3品種

とも雄穂抽出期の 1週間前は葉の配置が平面的であり，

それ以後急速に立体的配置となることがわかる。また，

およそ着雌穂、節位以下の葉は葉身長が完成してから節間

長と葉輸長の伸長によって上へ押し上げられるのに反し

それ以後の葉は葉身長を増加しつつ上方へ押し上げられ

ることがわかる。また絹糸抽出期にはすべての葉身長が

完成し，その後は上へ移動するだけであるといえる。

3. 器官別生長の品種間差異

Fig.8は，節位別器官別生長の品種間差異を明らかに

するため，各品種の第5，10， 15， 20節位について示した

ものである。葉身長は第5節位では交4号が他の2品種

に比し生長が早く，最大値もやや大である。第10節位

では交7号が他の2品種に比し生長はややおくれるが，

最大値にはほとんど差がない。第 15節位では交4号に

おいて生長が早いが最大値は小で，他の2品種とくに交

7号の生長量が大である。第20棄は，交7号が交8号に

比し生長程度が大である。このように熱性の晩いものほ

ど生長期がおくれ，また高位の葉身の生長程度が大と

なる。

葉幅は第5葉において品種間差異がほとんどないが，

第 10葉においては熱性の早いものほど生長が早い。第

15葉においては交8号の生長が最も早く交4号，交7号

の順であるが熱性のおそいものほど広くなる。第20葉

は前者と同様の傾向にある。

葉輸長は第5葉において葉身長と同様に熱性の早いも

トウモロコシの草型基本形質に関する研究
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Fig. 6. Height of the node， the leaf cushion 
and the point of leaf in each nodes 

on var. Ko No. 7. 
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のほど生長が早く，以下業身長の場合に類似する。

節間長はL、すれの節間においても熱性の早いものほど

生長が早い傾向がある。

Fig.9は Fig.4-6Vこ対応する節位高，着葉高および

葉先高についての品種間差異を示したものである。節位

高においては第5節位は4cm前後で， 品種間差異がほ

とんどなし、。第10節位以下は品種間差異が明らかで，

熱性のおそいものほど生長がおくれる。着葉高について

も前者と同様のことがし、える。葉先高は第5葉において

熟性の早いものほど大に推移するが，第10葉において

は交7号がおくれ，他の2品種はほとんど差がない。第

15葉では，交8号が交4号に比し大に推移し，交7号は

第 10葉の場合よりもさらにおくれる。第20葉において

は交7号が交8号に比し第15葉の場合と同様のおくれ

が認められる。以上に認められるような葉位を同じくす
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る葉に関連する諸形質の品種間差異は気象要因，とくに

気温に対する反応の相違によると考えられる。

4. 器官別最大伸長期の品種間差異

前項に述べた各形質の生長程度の品種間差異を明確に

するため，各形質の 1週間ごとの伸長量の加重平均値か

らもっとも伸長する期日を求めて示したのが Fig.lOで

ある。まず3品種に共通していえることについてまとめ

るとつぎのとおりである。 a)葉身と葉幅の生長は全く

平行的である。 b)節位別にみると，葉幅の生長は既述

したように，葉身の生長よりほぼ 1節位早し、ことが明ら

かである。 c)薬草白、の生長は少なくも着雌穂節{立までは

業身長よりほぼ 3節{立おくれる。 d)節間伸長は葉鞘の

生長からさらにほぼ 3節位おくれるが，着雌秘、節位に近

くなるにしたがい，その差は小となり，さらに上節{立で

は葉鞘と平行的に，また多数の節位が集中的に伸長する

様相が明らかである。

一方品種間差異として顕著なものは，つぎのとおりで

ある。 a)葉身と葉市高の生長は熱性のおそいものほど上

節位の生長がおくれる傾向にある。 b)これに反し，着

雌穂節位以土の禁輸と節聞の生長は熟性のおそいものほ

ど短期間のうちに行なわれる傾向がある。以上の傾向を
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明らかにするため回帰係数と相関係数を図中に示した。

その際，全般に直線的でないことから便宜上着雌穂、節位

を転換点として示した。この場合に相関係数は最も高い

値となる。これによると，葉身長と葉幅では着雌穂節位

以下において熱性の早いものほど回帰係数が大であるこ

と，すなわち熱性のおそいものほど節位が上るにしたが

い生長がおくれること，これに反し，葉輸長と節間長で、

は熱性のおそいものほど大きな{直をとる傾向にあること

がわかる。とくに交7号の着雌穂節位以上の節聞におい

ては，ほぼ5日間に8節間がほとんどー整に伸長してい

ることがわかる。

5 最長葉身節位最大着葉高節位および

最大葉先高節位について

Fig.llは各調査時期における最長葉身をつける節位

(最長葉身節位)，着葉高の最大な節位，すなわち外観上最

後の葉輸のみえる節位(最大着葉高節位)，ならびにその

時期の草丈を示す節位，すなわち各節位の節間長，葉輸

長および葉身長を加算した値の最大な節位(最大葉先高
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Fig. 11. Seasonaf 'changes on the nodes of the 

plant height (solid line)， the heighest 
leaf cushion (broken line) and the 

longest leaf (dotted Jine). 

節位)の 3者の関係を示したものである。雄穂抽出期の

ほほ 1週間前までは，葉先高節位に対して最大着葉高節

位はほぼ 1節位下であり，一方最長美身節位はほぼ 1節

位上にあたることが3品種共通していえる。これを換言

すれば，外観上最高の葉鞘節位の 1葉位上にその個体の

草丈を，さらにその 1葉位上の葉身がその時期のその個

体の最長葉身を示すことになる。このような関係は雄穂

抽出期以降に最大葉先高を中心にして逆転する。この転

換点は熱性のおそいものほどおくれる。

6. 葉身長比について

各調査時期における最大葉身長に対し，未展開葉も含

めて他の葉身長がどのような割合に生長しているかを知

るため，百分比をとり示したのが Fig.12である。各時

期の最大葉身長に対し次位以下の葉身がどの程度伸長し

ているかについては，時期によって，また品種によって

一様ではなし、。これは 1週間間隔の調査によるためとお

考えられ，今後に残された問題である。しかし第5棄

の前後が最大葉身長の時期には最大葉身の2葉位上の

葉身が 50%内外にあることが共通的であり，目最大葉身

の内側には明らかに生長した葉身がほぼ5葉認められ，

生育がすすむにしたがい，最大葉身に近く生長した葉数

が増加し，すべての葉身長が決定する時期は，葉身長比

が90%を越える葉数は，交4号で4，交8号で6，交7

号で7と熟性のおそい品種ほど多くなる。
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7. 出葉比について

各時期に草丈を示す節位の葉身出現長(最大着葉高か

らの出現長)に対する他の葉身長の出現割合を百分比で

示したもの(出業比)が Fig.13である。これは，前項の

葉身長比とどのような関係にあるかを知るためと， トウ

モロコシは，イネ，ムギ類と異なり葉齢の基準が明確で

ないから，その基礎資料をえようとしたものである。し

かし禁身長比と同様に，各時期あるいは品種の出葉比に

おける共通点はほとんどなく，生育がすすむにしたがし、

変動し，最大葉先高節位以降の出現葉数が次第に増加す

ることが知れる程度である。ただ〈ここでも，先に述べた

ように，交7号および交8号に才品、て7月中旬の低温と

日照不足の影響がうかがわれる。

8. 護身長比と出禁比との関係

業身長比と出禁比との相関関係を示したものが， Fig. 

14である。これによると，両者は3品種とも完全相関に

近い関係にあり，回帰式も近似する。このことから 3品

種を通じて出禁比，すなわち生育途上において外観でき

るそれぞれの出現業身長から，その時期の未抽出葉の全
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葉身長を推定することができることになる。したがって

出現葉身長によって合理的に葉齢を決定しうる可能性の

あることがわかる。

9. 葉齢について

出葉比にみられたように，最大着葉高，すなわち外観

できる最後の葉枕(leafcushion)から出現している葉数

は，生育初期ではイネ，麦類と同様に 1であるが，生育

がすすむにしたがし、，しだし、に増加するのがトウモロコ

シの特異点である。したがって，生育に伴い葉齢の決定

はしだL、に困難となる。試みに雄穂、抽出期を最大着葉高

から雄穂長の509もが出現した時期とし，生育初期の葉

齢とを直線で結び，それぞれの時期における出葉比に対

応させてみると，出葉比509もの葉が共通してこの直線

上にもっとも近いことが見出される。 Fig.15は，各時期

の草丈を示す葉身の出現長の 500/0に近い出葉比を示す

葉を基準とし，それに対する次葉の出現長の割合から葉
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Fig. 15. Seasonal changes of the leaf age esti-

mated from “appeared leaf length ratio". 
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齢を算出して示したものである。 3品種とも直線的に示

され，生育初期の品種間差異は小であるが，交7号は生

育に伴いしだいにおくれ，交8号では雄穂拙出期に近づ

くにしたがい，他の品種に比しすすんでいる。ここで問

題になるのは，雄穏と止薬の関係である。 Fig.16に3品

種の雄穂、(11:葉節からの全長)と止葉(葉身および葉翰)

の生長について示した。この両者は全く平行的であり，

雄穂、は分化の初期から業身に包まれるようにして葉身と

同時生長をすることがわかる。そして穂、首までの穂、軸と

葉鞘長が同時生長をする。これはイネの幼穂が葉鞘に包

まれるようにして生長する場合と大いに異なる。雄穂、抽

出期と止葉出葉期とは同じであるから，雄穂、抽出期は最

大着葉高から雄穂長の 509もが出現した時期とすること，

出葉比50%の葉を基準として葉齢を決定することが合

理的であると考える。

論議

トウモロコシの地上部の生長を器官別にみた場合， r浪
られた品種の範囲ではあるが，葉幅，葉身，葉鞘，節聞

の11頂に生長し，葉幅と葉身の間でほぼ 1節位，葉身と葉

鞘の間および葉鞘と節聞の間でほぼ 3節位の差があり，

葉幅と葉身の生長がきわめて平行的で、あるのに反し，葉

鞘と節聞とは比較的短期間に集中的に生長する。そして

それぞれ着雌穂、節位を転換点として，それ以降の節位に

おける生長が，より急速で集中的であるとL、う様相をと

る。生育型は，基本的には着雌穂節位あるいはその 1-2

節位下に最大葉身長をもち，次第に短い業身がその上下

に，類似した節間長と葉鞘長とによってほぼ等間隔に配

置するのが品種共通の特徴である。 トウモロコシは一年

生作物のうち，乾物生産能力のもっとも大なるものの一

つでありながら，子実生産力が低く，いわゆるもみ.わら

比が低く，今後その乾物生産能力と子実生産力をめぐっ

て生育型に関する研究が推進されるものと考えられる。

イネにおいては，このような生育型に関する外部形態学

的研究は，古くは片山4)，嵐ら1)から数多くあることは

周知のとおりである。とくに，本研究との関連において

興味あるのは嵐らの研究で，イネの葉位男Ij器官別の生長

はあるま長身のや!I長最盛期はその前節{立の葉革白の伸長最盛

期と全く同時であり，葉鞘の伸長が業身の伸長より 1葉

{立おくれる規則性があり，最上葉身からその前後の葉身

および葉輸の仲長程度を推定できる。また止莱J下2葉ま

Note. Solid line， Ko No・4;broken ¥ine， Ko での葉身長は，葉位が上るにしたがし、長く，それより上

No. 8 and dotted line， K凸 No.7. 位立の葉は再ひ

Sick line鳥， tassel and五命fin巴 line鳥， t旬er口mma旧alleaf 秘長とがほぼ平行的に生長する。これらの点は， トウモ
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ロコシにおいて全く様相を異にする。 トウモロコシの業

1隔と葉身の生長はq定位途いではあるが全く平行的にす

すむ。葉鞘および節間の生長は，業身の生長とは平行的

でなく， zz-鞘の生長はほぼ着雌穂、節位まではやや平行的
で，業身の生長より約3葉位おくれ，後半の節位では比

較的集中して生長する。節間長は禁輸長よりさらにおく

れ，かつ集中的に生長する。また最大葉身長は着雌徳節

{立あるいはその数節位下に見出される(供試品種中早生

の交4号では，着雌穂、節位が最大，極晩生種の交7号で

は着雌穂節位の 2節位下が最大)。このように，トウモロ

コシは最長葉身が稗長のほぼ中央にあり，これを中心に

上下にしだし、に短い葉を亀甲型に配置する。これは着雌

穏節位附近を境として，葉身の生長程度を異にするため

であるが，その機作については不明である。最大葉身長

節位と着雌穂節位との関係および最大葉身を中心とする

前後の主要な葉身が，どのように配置するかが草型に関

するもっとも重要な点であるといえる。最大葉幅の葉身

は，着雌穂節位から 1~2節上に見出される。すなわち，

葉幅と葉身長の最大値の節位は一致しない。したがって

葉面積の最大値は必ずしも最大葉身長節位に見出されな

い。この点については次報に述べる。

雄穂、の全長と止葉の全長(業身長と葉革首長)とが全く

平行的に生長し，雄穂、は葉身に包まれるようにして生長

する。このほかイネの場合，葉革首長は上位節ほど長く止

葉において最長となり，葉輸長と節間長の両者が葉の配

置を決定するが，トウモロコシにおいては葉輸長，節間長

ともにほぼ第8節位以降はそれぞれ約20cmであり，葉

群構成あるいは生産構造を追究する上で，総節位数なら

びに葉身長と葉幅とが問題となるといえる。

熱性のおそい品種ほど各器官の生長がおくれる傾向に

あることが認められた。これは感温性の差異，すなわち

熱性の早いものほど低温下の生長性が大であることによ

るようにも考えられるが，なお多数品種について検討す

る必要がある。

雄穂、抽出期頃までは，その個体の全長を示す最大葉先

高節位は，外観上もヮとも高い葉輸をつける最大着葉高

節位の 1節上にあたり，さらに最大業先高節位の 1節上

に最大葉身長を有するとし、う関係がある。これはトウモ

ロコシの生育段階を明確にするためにも，また生長速度

を知る上にも役立つものと考える。

トウモロコシは葉身の伸長に対して葉鞘の生長がかな

りおくれ，生長がすすむにしたがし、そのおくれは大とな

る傾向があるため，生育の初期，すなわち42長期頃まで
はイネおよび麦類と同様に出葉中の葉身は 1枚で業齢を

明らかにできるが，しだいに出業中の葉数が多くなり，

葉齢の判定は困難となる生長要因を有する。ここでは，

実用化を考え，葉齢のすすみ方が直線的であるという仮

定の下に，最大葉先高節位の業身出現長の50?らに近い

i土i葉比の葉身を基準として葉齢を判定する例を示した

が， t:H~寝間隔が一定でないようにも見受けられ，なお検

討の余地がある。しかし未出葉の出葉長と未1:11部分を含

めた葉身長とは密接な関係にあるから，この方法はかな

り合理的であると考える。

トウモロコシを l株 l個体1茎として取扱ってきたが

実際には種類，品種あるいは利用法によって栽植様式は

多様であり，また分げ‘つの有無，分げ‘つの役割について

も器官形成あるいは草型と関連して多くの問題があり，

これらの諸点についてさらに検討を続ける。

摘要

トウモロコシの生育型の基礎資料をえるため，品種交

4号(早生)， 交8号(中晩生)および交7号(極晩生)を

供試し，標準栽培条件における節位別，器官別の追跡調

査を行ない，つぎのような結果をえた。

1. 各節位の葉身は，その下節位の葉幅と同時に生長

する。

2. 葉鞘の伸長は，生育初期にその葉身の生長に比し

ほぼ3節位おくれ，生育がすすむにしたがし、そのおくれ

は大となる。

3. 節間長は業革rJ長よりさらにおくれ，短期間に集中

的に伸長する。

4. 上記4形質はし、ずれも着雌穂節位付近を転換点と

して栄養生長の後半は急速かつ集中的となる。

5 最長葉身は着雌稔;節位あるいはその数節位下にあ

り，最大幅葉身は着雌穂、節位の数節上にあるo

6. 雄穂抽出期1週間前までは，最大着葉高節{立の上

節位が最大葉先高節位であり，さらにその上節位が最大

葉身長節位であるとL、う関係がある。

7. 葉身長比と出葉比の相関が高く，未出葉の葉身長

をそれらの出現長によって推定しうる。

8. 出葉比が50%に近い葉を基準として業齢を判定

した場合，葉齢の推移は直線的に示される。

9. 止薬業身長と雄穂の生長は平行的である。
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Summary 

1n order to obtain a fundamental data on th巴

plant type of maize the successive growth of leaf 

blade， leaf sheath and internode at each nodes by 

using Ko No. 4 (flint type， early var.)， Ko No. 8 

(dent type， middle late var.) and Ko No. 7 (flint 

type， extremely lat巴var.)under condition of stand-

ard cultivation was investigated. A summary of 

the results is shown below. 

1. It was found that the length of each leaf 

blades developed simultaneously with the previous 

leaf width 

2. And it was also found that each leaf sheaths 

elongated simultaneously with the leaf blade about 

three nodes later. 

3. Elongation of each internodes were delayed 

about three nodes from corresponding leaf sheaths. 

4. At the latter half of the vegetative growth， 

that is the nodes from th巴巴arto the terminal leaf， 

four characters mentioned above showed a tendency 

to reduce the period of elongation 

5. The longest leaf was found just on the ear-

node in early variety and on the node downward 

two from the eaトnodein late varieties. While th巴

widest leaf was found on the node upward two or 

three from the ear-node in all materials 

6. On the period from young stag巴 toone week 

before the tasseling， it was shown that the next 

node of the highest leaf chusion was the node 

indicating plant height， and the next node of the 

latter was the node of the longest leaf 

7 “Appeared leaf length ratio" (ratio of the ap-
peared length of elongating leaves to the longest 

appeared leaf length) is highly correlated with “leaf 

length ratio"， therefore~ we can estimate the length 

of elongaing leaf from “appeared leaf length ratio". 

8. Seasonal changes of the leaf age obtained as 

a basis of the decision around 50% of“appeared 

leaf length ratio" were shown with th巴 linearrela-

tion in all materials 

9. It was shown that the young tassel developed 

simultaneously with the terminal leaf blade. 


